
明けましておめでとうございます。
市民の皆様におかれましては、希望に輝く新春をお迎えのこ
とと、心よりお慶び申し上げます。
昨年は、国内では20年ぶりとなる大阪・関西万博の開催や、
史上初となる女性総理大臣の誕生など、日本の未来に対し、強
い期待を感じられる出来事が多くある一年となりました。一方
で、「団塊の世代」が後期高齢者となる「2025年問題」に加え、県
内で発生した下水道施設の老朽化による陥没事故など、これま
で潜在的であった課題が次々と表面化した年でもありました。
このような中、本市でも昨年の7月に蕨戸田衛生センターで
大規模火災が発生し、一時的にごみの収集ができなくなりまし
たが、周辺自治体などのご協力のもと、速やかにごみの収集を
再開できました。ごみの焼却施設については現在復旧作業を進
めており、3月の再稼働を予定しています。
この一連の出来事を通じて、市民の皆様の生活に直結する行
政サービスを維持することがいかに重要であるかを改めて実感
しました。
市では、市民生活に向き合いながら、皆様からの声に応える
政策を進めています。一例を挙げるならば、県南初となる恒久
的な「中学校給食費の無償化」や、市民の住まいを犯罪から守る
「戸田市住まいの防犯対策補助事業」の実施、荒川氾濫時に広域
避難をためらわないための「災害時自主的広域避難支援補助金
（逃げサポ補助金）」の創設など、日々急激に変化する社会状況
へ柔軟に対応した施策を行ってまいりました。また、新たに「戸
田市文化芸術推進条例」を制定し、心豊かな市民生活と魅力あ
る地域社会の実現に向けて、第一歩を踏み出しました。
本年は、県内24番目の市として昭和41年に発足した戸田市が、
市制施行60周年を迎えます。「60年」は人に例えると「還暦」で
あり、新たに生まれ変わる節目でもあります。これからの1年間、
記念式典をはじめとする数々の事業やイベントを企画いたしま
すが、60周年を戸田市の歴史の新たなスタートと捉え、市民の
皆様と共に着実に歩みを刻んでまいります。
今年は午年です。午は「前進と躍動」を意味し、力強く駆け抜
ける馬のごとく、行動力とスピードをもって未来へ勢いよく駆
け上がる年とされています。
皆様にとりまして、今年が力強く前進し、輝かしい成果へと
つながる一年となりますよう、心から祈念申し上げ、新年のあ
いさつといたします。

明けましておめでとうございます。 
市民の皆様におかれましては、健やかに新春をお迎えのこと
と、心からお慶び申し上げます。
さて、昨年は大阪では55年ぶり、日本では「愛・地球博」に続
き20年ぶりの万博となる「大阪・関西万博」が開催され、国内
外から多くの方が訪れました。世界の文化はもとより、カーボ
ンニュートラル、デジタル技術、次世代モビリティなどの最先
端テクノロジーが集結し、私たちに未来社会に向けた新たな気
付きと希望を与えてくれました。
万博の一つの目的は「英知の結集」であり、世界の知恵と技術
を持ち寄り、未来の新しい価値を生み出すことにあります。そ
して、万博によって創出された新しい技術や商品は、人類の生
活をさらに便利にしていきます。この精神は、私たち地方議会
にも重なるものがあると感じています。
本市議会は、昨年2月に市民の信託を受け、新たな体制でス
タートしました。この間も、これまで長年にわたり取り組んで
きた議会改革をさらに推し進めるべく、「議会の在り方」そのも
のをテーマに、議員一丸となって議論を尽くしてまいりました。
議会の会期や予算決算の委員会審査手法の検討、議員間の討
議の促進、国への意見書提出手順の見直しなど、議会基本条例
の理念に基づき、さまざまな案件について議員同士が自由闊
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な議論を行っています。引き続き、さまざまな角度から積極的
かつ自由な発想で議論し、改革を実現してまいります。
そして、課題が複雑化する現代において、互いの意見を尊重
し、多様な視点と知恵を結集しながら、よりよい解決策を導い
てまいります。その積み重ねこそが、二元代表制の一翼を担う
議会のあるべき姿であると考えております。議会といたしまし
ては、改めて、その役割を認識するとともに、こうした目標に
向かって、今年の干支である馬のように「疾
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さらにまい進してまいります。
本年10月に、本市は市制施行60周年の節目を迎えます。本
年も、市民の皆様の幸せを第一に考え、そしてこれまで歩んで
まいりました本市の伝統と歴史を未来へとつなぎ、市民が安心
して暮らせる持続可能なまちの実現を目指して、議員一同、不
断の努力を重ねてまいります。
結びに、皆様にとって、輝かしく希望と笑顔に満ちた一年と
なりますよう心からご祈念申し上げ、新年のあいさつといたし
ます。
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入団に興味のある方はお気
軽にお問い合わせください。

消防団の活動内容や入団に必要
な手続きを丁寧に説明します。

消防団入団のQ&A

消防団員の
活動を動画で
紹介しています

詳しくはP11を
ご覧ください

団員の
かっこいい姿を
見られるチャンス！

令和 8年
戸田市消防出初式を
開催します！

あなたも子どもたちのヒーローあなたも子どもたちのヒーロー
「消防団員」になりませんか？「消防団員」になりませんか？

日時	：	1月11日（日）
	 	午前10時～正午　※予定
場所	：	市役所　駐車場

市消防団は7つの消防団（82名）と機能別分団（16名）で活動しています。消防団は、
災害対応のために日々訓練を行い、消火活動や警戒活動などを行っています。

■	問い合わせ　
	 消防本部総務課 420-2124

※令和7年12月現在

あなたもあなたも子どもたちのヒーロー子どもたちのヒーロー
「消防団員」になりませんか？「消防団員」になりませんか？

Q1．どのような訓練を行いますか？
A1．消火訓練やポンプ車操縦訓練など、幅広く行います。先輩団員が基礎から丁

寧に指導しますのでご安心ください。また、消防学校で座学の基礎教育を受
講できるなど、訓練環境も充実しています。災害に備えて、仲間と一緒に少し
ずつ力を付けていきましょう！

Q2．訓練に付いていけるか不安ですが大丈夫でしょうか？
A2．そんな方には「機能別分団」がおすすめです。災害現場には出ませんが、火

災予防の啓発活動や救命講習の指導などで活躍できます。
Q3．団員はどのような人が多いですか？
A3．10代～60代の幅広い世代が、「地域を守る覚悟」を持ちながら日々活動してい

ます。ほとんどが未経験からのスタートなので、初心者でも気軽に入団できます。
Q4．入団するとどんなよいことがありますか？
A4．地域の役に立てるのはもちろん、幅広い世代の人と交流できて人脈も広がります。

仲間と一緒に活動することで、自分自身の成長にもつながりますよ！

入団資格 市内在住・在勤・在学で18歳以上
の健康な方

待　遇 年額報酬（団員の場合6万1,000
円）に加え災害や訓練・行事へ
の出動手当（災害…4,000円、訓
練・行事…3,500円）を支給します。
※機能別分団は別途支給

出動頻度 月1回程度、訓練や行事に参加い
ただきます。各分団によって頻度
は異なりますが、負担がないよう
振り分けているため、自分のペー
スで始められます。

雨天時は関係者のみ


